
平成１７年４月１日から平成１７年９月３０日まで 
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　タグライン「Casting Our Eyes on the Future」は、その社名に込められた
企業理念を実現すべく、アーレスティで働く者すべての視線が、常にお客様、
地球環境、そしてアーレスティ自身の未来へ向けられ、Research（研究・開発）、
Service（サービス）、Technology（技術）において常に主導的リーダーに立ち
前進しようという企業姿勢を具現化したものです。 
　なお、“Casting”は、“投げかける”という意味の他に、当社の主要事業で
ある“Die Casting”の意味も込めています。 

タグライン：タグラインは、アーレスティブランド、企業理念を社内外へ発信する究極的なメッセージであり、　　　　
　　　　　　コーポレートシンボルとセットで使われる言葉です。 
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代表取締役社長 

　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。 

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。 

　ここに、第８５期（平成１７年４月１日から平成１７年９月３０日まで）

の事業の概要につきまして、ご報告いたします。 

　今後とも事業の発展に全力を尽くしてまいる所存です。株主

の皆様におかれましては、一層のご支援とご指導を賜りますよ

うお願い申しあげます。 

 

 

　アーレスティはＲ・Ｓ・Ｔ、Ｒes e a r c h、Se r v i c e、

Ｔechnologyこれらの三つの言葉の統合ですが、「Ｒ」

は単に研究・開発だけでなく、どうしたらもっとお客様の

お役にたてるかの創意と探求、「Ｓ」は製品の品質やア

フターサービスだけでなく、お客様とのすべての接点で、

そして「Ｔ」はこのＲとＳをささえる知識と技術を考えて

います。 

この社名に込められた企業理念を大切に生かし、様々

な製品を通して、広く社会のお役に立ちたいと願ってお

ります。 
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平成１７年１２月 
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（１）経営の基本方針 

VISION 

　アーレスティはＲ・Ｓ・Ｔ、Ｒｅｓｅａｒｃｈ、Ｓｅｒｖｉｃｅ、Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、

これらは三つの言葉の統合ですが、「Ｒ」は単に研究・

開発だけではなく、どうしたらもっとお客様のお役に立てる

かの創意と探求、「Ｓ」は製品の品質やアフターサービスだ

けでなく、お客様とのすべての接点で、そして「Ｔ」はこの

ＲとＳをささえる知識と技術と考えております。これからは、

より品質の高いＲｅｓｅａｒｃｈ、Ｓｅｒｖｉｃｅ、Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙを追求

してまいります。 

　2005年に新しく策定した「アーレスティ１０年ビジョン」で

は「『すべてのステークホルダーから信頼される企業』をめ

ざす」ことを基本の方針とし、顧客・株主/投資家・従業員・

取引先・社会の５つの利害関係者の視点に立って「信頼

される企業」となるためにはどうすべきかという観点である

べき姿を描き、具体的な指針・手段として方針を定

めております。この１０年ビジョンをベースに中期経営方

針（０５０７　３ヵ年アーレスティ方針)では、より具体的な施策・

目標値を設定し、更に部門方針へと展開して全社的な方

針管理活動を推進しております。 

　当社は、開発力・技術力を基盤として軽量なアルミニウ

ムの特性を生かした新分野の開発を進める一方、低コスト

の実現、高品質化による差別化を追求してきました。顧客・

株主/投資家・従業員・取引先・社会という「すべてのス

テークホルダーから信頼される企業」を目指すためにも、企

業価値の継続的な向上が重要であることを認識し「競争

力の強化」「透明性の高い健全な経営」の観点より、コー

ポレート・ガバナンスの充実を図りながら経営環境の変化

に迅速に対応できる組織体制を構築するべく推進してま

いります。 

（２）コーポレート・ガバナンスに 
　   関する基本的な考え方 

経営基本方針 
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コンプライアンス基本方針 

　株式会社アーレスティは、コンプライアンスの基準として、この基本方

針を制定し役員および従業員は、自らの行動または業務遂行のための

行動において、これを遵守します。 

 

　かけがえのない地球を守るのは私たちの大切な役割です。株式会社

アーレスティの環境への取り組みをご紹介致します。 

私たちは、全てのお客様の満足・信頼を旨とし、品質や安全性に配
慮して、優れた製品と行き届いたサービスの提供をします。 
 
私たちは、お客様の安心・信頼を念頭に置き、あらゆる法令を遵守し、
高い倫理観と責任感を持って行動をします。 
 
私たちは、公正で透明な取引関係を構築し、健全な事業を行います。 
 
 
私たちは、継続的な企業価値の増大を追求し、魅力ある企業を目
指します。 
 
私たちは、お互いに人格・価値観を尊重し、健康かつ安全な職場環
境を目指します。 
 
私たちは、会社財産を保護し、適正に取り扱います。 
 
 
私たちは、全ての利害関係者から不信を招くことがないように、健全
かつ正常な関係を維持・確立します。 
 
私たちは、地球環境への配慮を会社の重点課題として認識し、環
境保全に向けて自主的かつ積極的に行動します。 
 
私たちは、グローバルな視野を持って、地域の文化や習慣を尊重し、
社会への貢献に向けて行動します。 
 
私たちは、企業市民として広く社会とのコミュニケーションを行い、地
域の発展と快適で安全な生活のための活動に協力し、地域社会と
の共生を目指します。 
 

私たちは私たちの開発、生産、販売、廃棄の活動が地域環境と深く関
連し影響を与えていることを明確にとらえ、環境目的・目標・実施計画を
定め、それらを必要に応じて見直し、環境保全活動の継続的な改善
をはかります。 
 
私たちは国・地方公共団体・利害関係者などの環境規制、規則、協定
などの要求事項を遵守し、さらに技術的・経済的に可能な範囲で自主
基準を定め、一層の環境保全に取組みます。 
 
私たちは特に次の項目について優先的に活動し、環境保全と汚染予
防に取組みます。 
①大気汚染、水質汚濁に関する施設・工程の管理・改善を徹底します。 
②廃棄物の再資源化100％を維持します。 
③廃棄物総排出量の減量、アルミリサイクル事業の拡大を推進し、循
　環型社会へ貢献します。 
④ＣＯ2排出の抑制をはかり、地球温暖化防止への配慮をします。 
⑤環境に配慮した製品及び商品の開発・設計に取組みます。 
 
 
私たちは従業員一人ひとりの環境保護意識の向上をはかるため、教育・
啓蒙活動を継続的に行います。 
 
私たちは良き企業市民として、地域社会の環境保全に努め、地域との
共生をはかります。 
～私たちはこの環境方針を社内外を問わずに公表いたします ～ 
 

 

環　境　方　針 
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■営業部門別売上の状況 ■企業集団の営業の経過および成果 

ダイカスト ４３，５９１百万円 

アルミニウム ２，２５５百万円 

完成品 １，７０６百万円 合　計 
４７，５５４百万円 

９１．７％ 

４．７％ 
３．６％ 

　当上半期におけるわが国の経済は、個人消費の緩やかな増加や企業収

益の改善及び設備投資の増加など、民間需要に支えられて景気回復基調

を保っています。また、世界経済も、米国やアジアを中心に着実に回復してい

ます。しかし、原油価格の高止まりからくる国内外の経済への影響や、国内の

定率減税の見直し議論などにより、個人消費は先行きに不透明感が残る状

況です。 

　このような状況の中で、当社グループは、売上拡大と工場部門の製造原価

低減、間接部門の経費削減を強力に推進してまいりました。 

この結果、上半期の業績は、売上高は前期に比べ４．０％増加し４７５億５千４

百万円となりました。収益面は、前期に比べ経常利益は４５．０％増加し２８億６

千７百万円、中間純利益につきましても２５０．９％増加し１４億３千９百万円とな

りました。 

　なお、当期の中間配当につきましては、平成１７年５月１３日付でお知らせしま

したように、中間配当と期末配当を統合し期末に一本化してお支払する予定

です。 

営 業 の 概 況  

■業績の推移（連結） 

■営業利益 
（単位：百万円） 

６，０００ 

５，０００ 

４，０００ 

３，０００ 

２，０００ 

１，０００ 

０ 
平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 

3,007

■経常利益 
（単位：百万円） 

６，０００ 

５，０００ 

４，０００ 

３，０００ 

２，０００ 

１，０００ 

０ 
平成14年 平成15年 平成16年 

1,802

1,853
1,952

2,957

1,254

1,977

■当期純利益 
（単位：百万円） 

下半期 上半期 
2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0
平成14年 平成15年 平成16年 

1,095

1,332

727

1,172

1,914

410

平成17年 

2，867

平成17年 

1,439

下半期 上半期 下半期 上半期 

1,965

1,785

2,273

1,600

3,382

2,345
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■売上高（連結） 
　当部門の売上高は前期に比べ５．８％増加し４３５億９千１百万円となりまし

た。主力の自動車部品は、自動車メーカー毎のばらつきはあるものの全体的

に好調であり、前期に比べ８．５％増加となりました。二輪車向けにつきまして

も需要増加に伴い２２．７％増加しました。 

　収益面においては、原価低減活動と販売費の削減により、前期に比べ営

業利益は１．０％増加し２８億３千８百万円となりました。 

 

（単位：百万円） 

ダイカ スト部 門  

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0
平成14年 平成15年 平成16年 

下半期 上半期 

■売上高（連結） （単位：百万円） 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0
平成14年 平成15年 平成16年 

下半期 上半期 　当部門の売上高は、前期に比べ２２．７％増加し２２億５千５百万円となりま

した。販売量の増と販売単価の上昇により売上高は増加となりました。 

　収益面においては、スクラップ不足に伴う原材料の高騰が響き前期に比

べ営業利益は２４．６％減少し９千２百万円となりました。 

 

ア ルミニウ ム 部 門  

　当部門の売上高は、前期に比べ３６．３％減少し１７億６百万円となりました。

　収益面においては、大型案件の減少、部材調達費の高騰の影響を受け

たこともあり前期に比べ営業利益は１．５％増加し７千５百万円となりました。 

完 成 品 部 門  

26,963

31,473

28,789

41,202

39,377

44,467

平成17年 

43,591

2,013

1,898

1,684 1,838

1,713
1,997

■売上高（連結） （単位：百万円） 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0
平成14年 平成15年 平成16年 

下半期 上半期 

2,434

1,594

1,891
2,678

3,210

3,860

平成17年 

2,255

平成17年 

1,706
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■連結貸借対照表 

連 結 財 務 諸 表  

科　　目 平成17年9月30日現在 平成16年9月30日現在 
当中間期 

資産の部 

前中間期 

流 動 資 産  

固 定 資 産  

資 産 合 計  

有形固定資産 

現 金 及 び 預 金            

受取手形及び売掛金                     

棚 卸 資 産  

繰 延 税 金 資 産  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

34,080 

2,803 

21,029 

8,116 

960 

1,174 

△　　　4 

 

 

37,011 

26,892 

6,411 

12,407 

2,784 

2,934 

2,354 

 

 

1,055 

 

 

 

9,063 

8,232 

8 

292 

541 

△　　  11 

 

33,752 

3,219 

20,707 

8,198 

811 

824 

△　　　8 

 

 

31,815 

23,974 

5,682 

10,329 

2,673 

2,908 

2,380 

 

 

448 

 

 

 

7,389 

5,669 

33 

1,215 

483 

△　　  12 

 

71,091 65,568

建 物 及 び 構 築 物            

機械装置及び運搬具           

工 具 器 具 備 品            

土 地         

建 設 仮 勘 定   

無形固定資産 

 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券  

長 期 貸 付 金  

繰 延 税 金 資 産  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

科　　目 平成17年9月30日現在 平成16年9月30日現在 
当中間期 

負債の部 

資本の部 

少数株主持分 

前中間期 

流 動 負 債  

固 定 負 債  

負 債 合 計  

資 本 合 計  

負債、少数株主持分 
及 び 資 本 合 計  

支払手形及び買掛金 

短 期 借 入 金  

１年以内返済予定の長期借入金 

賞 与 引 当 金  

そ の 他  

33,666 

19,960 

5,271 

1,503 

1,317 

5,613 

 

 

 

13,605 

1,000 

6,834 

1,875 

2,304 

227 

1,358 

3 

 

47,272 

 

111 

 

 

1,691 

1,253 

19,121 

2,333 

△　　644 

△　　  46 

 

 

23,707

33,256 

19,596 

4,930 

2,873 

1,160 

4,695 

 

 

 

12,539 

1,000 

7,569 

616 

2,308 

132 

897 

15 

 

45,795 

 

1,746 

 

 

1,691 

1,141 

16,053 

1,597 

△   　　792 

△　   1,665 

 

 

18,026

71,091 65,568

社 債  

長 期 借 入 金  

繰 延 税 金 負 債  

退 職 給 付 引 当 金  

役員退職慰労引当金 

連 結 調 整 勘 定  

そ の 他  

少 数 株 主 持 分  

資 本 金        

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

その他有価証券評価差額金 

為 替 換 算 調 整 勘 定  

自 己 株 式  

 

（単位：百万円） 

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 （注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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■連結損益計算書 （単位：百万円） 

科　　　　　　目 平成17年4月 1 日から 
平成17年9月30日まで 

当中間期 

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益  

法 人 税 、住 民 税 及 び 事 業 税  

法 人 税 等 調 整 額  

少 数 株 主 利 益  

中 間 純 利 益  

 

47,554 

 

40,718 

3,828 

3,007 

509 

3 

41 

115 

45 

303 

649 

138 

511 

2,867 

17 

－ 

14 

0 

3 

252 

103 

－ 

60 

1 

－ 

86 

2,632 

1,074 

110 

6 

1,439 

 

平成16年4月 1 日から 
平成16年9月30日まで 

前中間期 

 

45,718 

 

39,613 

3,759 

2,345 

306 

10 

32 

6 

41 

215 

674 

154 

520 

1,977 

180 

2 

171 

－ 

6 

909 

67 

774 

1 

5 

55 

5 

1,248 

1,885 

△　1,075 

28 

410 

 

経
常
損
益
の
部 

特
別
損
益
の
部 

営
業
損
益
の
部 

営
業
外
損
益
の
部 

営　業　収　益  

　 

営　業　費　用  

　 

 

営 　 業 　 利 　 益  

営　業　外　収　益  

　 

 

 

 

 

営　業　外　費　用  

　 

 

経 　 常 　 利 　 益  

特　別　利　益  

　 

 

 

 

特　別　損　失  

　 

　 

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

売 上 高  

 

売 上 原 価  

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  

 

 

受 取 利 息  

受 取 配 当 金  

持 分 法 に よ る 投 資 利 益  

賃 貸 料  

そ の 他  

 

支 払 利 息  

そ の 他  

 

 

前 期 損 益 修 正 益  

固 定 資 産 売 却 益  

投 資 有 価 証 券 売 却 益  

そ の 他  

 

固 定 資 産 除 売 却 損  

減 損 損 失  

退 職 慰 労 金  

投 資 有 価 証 券 等 評 価 損  

事 業 統 合による設 備 移 転 費  

そ の 他  
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■単体貸借対照表 

科　　目 

資産の部 

流 動 資 産  

固 定 資 産  

有形固定資産 

28,734 

 1,952 

 2,792 

16,064 

     5,462 

 394 

 1,101 

   971 

   △　5 

     

 

 

25,322 

 8,589 

 1,883 

   3,006 

 1,563 

    655 

 1,480 

  

 

   273 

 

 

    16,459 

   6,015 

    9,970 

    485 

△　11 

 

 

28,673 

 1,931 

 3,493 

15,381 

     5,663 

 380 

 859 

   967 

   △　5 

     

 

 

20,199 

 8,002 

 1,696 

   2,665 

 1,539 

    639 

 1,461 

  

 

   282 

 

 

    11,914 

   4,741 

    6,782 

    403 

△　12 

 

 

54,057 48,872

建 物  

機 械 及 び 装 置  

工 具 器 具 備 品  

建 設 仮 勘 定  

そ の 他  

無形固定資産 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券  

関 係 会 社 株 式  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

科　　目 

負債の部 

資本の部 

流 動 負 債  

固 定 負 債  

負 債 合 計  

資 本 合 計  

負債及び資本合計  

支 払 手 形  

買 掛 金  

短 期 借 入 金  

１年以内返済予定の長期借入金 

預 り 金  

賞 与 引 当 金  

設 備 関 係 支 払 手 形  

そ の 他  

30,177 

 9,032 

 7,851 

 5,280 

 1,180 

   4,238 

752 

676 

   1,165 

    

 

 

9,340 

1,000 

4,927 

1,350 

1,909 

154 

 

  39,518 

 

 

 

      1,691 

1,129 

1,129 

    9,430 

  393 

　8,044 

992 

2,327 

△　39 

 

14,539 

54,057

30,174 

 9,296 

 7,244 

 4,930 

 2,385 

   4,001 

744 

 223 

   1,349 

    

 

 

8,895 

1,000 

5,307 

552 

1,902 

132 

 

  39,069 

 

 

 

      1,691 

1,129 

1,129 

    8,726 

  393 

　7,252 

1,080 

1,591 

△　3,335 

 

9,803 

48,872

社 債  

長 期 借 入 金  

繰 延 税 金 負 債  

退 職 給 付 引 当 金  

役員退職慰労引当金  

（単位：百万円） 

単 体 財 務 諸 表  

現 金 及 び 預 金  

受 取 手 形  

売 掛 金  

棚 卸 資 産  

繰 延 税 金 資 産  

未 収 入 金  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

平成17年9月30日現在 平成16年9月30日現在 
当中間期 前中間期 

平成17年9月30日現在 平成16年9月30日現在 
当中間期 前中間期 

資 産 合 計  

資 本 金        

資 本 剰 余 金  

資 本 準 備 金  

利 益 剰 余 金  

利 益 準 備 金  

任 意 積 立 金  

中 間 未 処 分 利 益  

その他有価証券評価差額金 

自 己 株 式  

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 （注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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■単体損益計算書 

■業績の推移（単体） 
 

■営業利益 （単位：百万円） 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0
平成14年 平成15年 平成16年 

754

803

599

1,062

1,475

1,139

平成17年 

1,053

下半期 上半期 

■経常利益 （単位：百万円） 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0
平成14年 平成15年 平成16年 

776

708

359

825

1,295

876

平成17年 

954

下半期 上半期 

■当期純利益 （単位：百万円） 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0
平成14年 平成15年 平成16年 

下半期 上半期 

372

253

197

442

1,293

510

平成17年 

542

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（単位：百万円） 

科　　　　　　目 平成17年4月 1 日から 
平成17年9月30日まで 

当中間期 

税 引 前 中 間 純 利 益  
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  
法 人 税 等 調 整 額  
中 間 純 利 益  
前 期 繰 越 利 益  
中 間 未 処 分 利 益  

 
41,251 

 
37,540 
2,658 
1,053 
348 
115 
232 
447 
77 
369 
954 
2 
1 
0 
0 
54 
48 
－ 
2 
1 
－ 
0 

902 
439 

△　79 
542 
449 
992 
 

平成16年4月 1 日から 
平成16年9月30日まで 

前中間期 

 
39,078 

 
35,373 
2,565 
1,139 
260 
115 
145 
523 
92 
431 
876 
174 
170 
－ 
3 

157 
45 
21 
0 
5 
81 
2 

893 
423 

△　40 
510 
569 
1,080 

 

経
常
損
益
の
部 

特
別
損
益
の
部 

営
業
損
益
の
部 

営
業
外
損
益
の
部 

営　業　収　益  
　 
営　業　費　用  
　 
 
営 　 業 　 利 　 益  
営　業　外　収　益  
　 
 
営　業　外　費　用  
　 
 
経 　 常 　 利 　 益  
特　別　利　益  
　 
 
 
特　別　損　失  
　 
　 

 
売 上 高  
 
売 上 原 価  
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  
 
 
受 取 利 息 及 び 配 当 金  
そ の 他  
 
支 払 利 息  
そ の 他  
 
 
固 定 資 産 売 却 益  
投 資 有 価 証 券 売 却 益  
そ の 他  
 
固 定 資 産 除 売 却 損  
減 損 損 失  
退 職 慰 労 金  
投 資 有 価 証 券 等 評 価 損  
事 業 統 合 に よ る 設 備 移 転 費  
そ の 他  
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株式会社 アーレスティ 

昭和１８年１１月２日 

１６億９，１３１万円 

６０，０００，０００株 

１７，８００，６７０株 

３，２８８名 

　９２４名 

 

■取締役および監査役の氏名（平成１７年９月３０日現在） ■会社概要（平成１７年９月３０日現在） 

■企業集団の従業員の状況（平成１７年９月３０日現在） 

■企業集団の主要拠点等（平成１７年９月３０日現在） 

会 社 の 概 要  役 　 　 員  

商 　 　 　 号  

設 立  

資 本 金   

会社が発行する株式総数  

発 行 済 株 式 総 数   

株 主 数  

従 業 員 数  

取 締 役 社 長  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

常 勤 監 査 役  

常 勤 監 査 役   

監 査 役   

監 査 役  

 

高 橋  

平 等  

小 木  

林 

熊 木  

石 山  

古 本  

宇 野  

大 

早 乙 女  

　 新  

佳 男  

　 旭  

禎 一  

　 勉  

　 喬  

一 之  

信 夫  

巖 男  

唯 夫   

ダイカスト部門  

アルミニウム部門 

完 成 品 部 門  

全 社 ( 共 通 )  

計 

 

従業員数 

2,394名 

43名 

42名 

123名 

2,602名 

 

名　　称 

本 社  

東 松 山 工 場  

熊 谷 工 場  

浜 松 工 場  

豊 橋 工 場  

 

　　所　在　地 

東京都中野区 

埼玉県比企郡滑川町 

埼玉県熊谷市 

静岡県浜松市 

愛知県豊橋市 

①当社本社・工場 

名　　称 

関 東 営 業 所  

埼 玉 営 業 所  

浜 松 営 業 所  

関西/大阪営業所 

福 岡 営 業 所  

厚 木 営 業 所  

栃 木 営 業 所  

名 古 屋 営 業 所  

仙 台 営 業 所  

 

 

 

　　所　在　地 

東京都港区 

埼玉県比企郡滑川町 

静岡県浜松市 

大阪府吹田市 

福岡県福岡市 

神奈川県厚木市 

栃木県下都賀郡壬生町 

愛知県安城市 

宮城県仙台市 

②当社営業所 

名　　称 

㈱アーレスティ栃木 

㈱アーレスティ熊本 

㈱アーレスティ 

ダイモールド浜松 

ア ー レ ス テ ィ 

ウイルミントンCORP 

㈱アーレスティ山形 

 

　　所　在　地 

栃木県下都賀郡壬生町 

熊本県宇城市 

静岡県浜松市 

 

アメリカ　オハイオ州 

 

山形県西置賜郡白鷹町 

 

③子法人等 
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■株式の分布状況 
●所有株数別株主分布 ●株式数および株主数 

●所有者数別株主分布 

●地域別株主分布図 

■株式状況（平成１７年９月３０日現在） 

株 式 情 報  

会 社 が 発 行 す る 株 式 の 総 数  

発 行 済 株 式 総 数  

株 主 数  

60,000,000株 

17,800,670株 

3,288名 

●大株主（上位10名） 

株　　　　　主　　　　　名 持株数（株） 

高 橋 利 江  

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

株 式 会 社 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行  

本 田 技 研 工 業 株 式 会 社  

日 本 軽 金 属 株 式 会 社  

ス ズ キ 株 式 会 社  

株 式 会 社 み ず ほ コ ー ポレ ート 銀 行  

富 士 重 工 業 株 式 会 社  

指定単受託者三井アセット信託銀行株式会社１口 

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社  

1,075,647 

832,500 

692,875 

672,755 

657,392 

565,767 

544,375 

509,490 

500,000 

462,816

北海道 
35名 

東北 
73名 

関東 
1,464名 中部 

727名 

外地 
42名 

近畿 
620名 

中国 
118名 

四国 
73名 

九州 
136名 

１単元未満 
（809名） 
24.6％ 

１単元以上 
（1,344名） 
40.9％ 

個人・その他 
（3,041名） 
９２％ 

その他の法人 
（158名）5％ 

外国法人等 
（44名）1％ 

金融機関 
（28名）1％ 

証券会社 
（17名）1％ 

５単元以上 
（271名） 
8.2％ 

１０単元以上 
（681名） 
20.7％ 

５０単元以上 
（52名）1.6％ 

１０，０００単元以上 
（1名）0.0％ 

１００単元以上 
（76名）2.3％ 

５，０００単元以上 
（9名）0.3％ 

５００単元以上 
（16名）0.5％ 

１，０００単元以上 
（30名）0.9％ 

合　計 
3,288名 

合　計 
3,288名 
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TOP I C S

●本社移転 

●平成１７年４月１日 菅原精密工業（株）とパスカル工業（株）が 
　合併し、社名が（株）アーレスティ山形となりました。 

●平成１７年４月より広州阿雷斯提汽車配件有限公司は量産納入を開始しました。 

東日本の中小物製品の鋳造から加工までの一貫生産拠点としての位置付けになります。 

納入部品 ： シリンダーヘッドカバー、オイルポンプケース、オイルシールハウジング、オイルパン 

●平成１７年９月にコア事業への経営資源の集中のため園芸事業より撤退しました。 

「さらなる飛躍のために新しい拠点へ」として、 
本社を東京都板橋区から東京都中野区に移転しました。 
 

●北関東地区、厚木からお越しの方は 
　ＪＲ新宿駅から都営地下鉄 大江戸線、もしくは 
　東京メトロ 丸の内線に乗り換え 
　「中野坂上駅」 下車　Ａ1出口より徒歩1分 
 
●東京駅よりお越しの方は 
　東京メトロ 丸の内線「中野坂上駅」下車　 
　Ａ1出口より徒歩1分 
 
〒164-0011　東京都中野区中央1-38-1　 
住友中野坂上ビル11F
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株式についてのご案内 

決 算 期  

利益配当金受領株主確定日 

中間配当金受領株主確定日 

定 時 株 主 総 会  

名 義 書 換 代 理 人  

同 連 絡 先  

 

同 取 次 所  

上 場 証 券 取 引 所  

公 告 掲 載 紙  

毎年３月３１日 

毎年３月末日の株主名簿に記載された株主または登録質権者にお支払いいたします。 

取締役会の決議によりあらかじめ公告した場合は９月末日の最終株主名簿に記載された株主または登録質権者にお支払いいたします。 

毎年６月 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部　〒１３７-８０８１ 東京都江東区東砂７丁目１０番１１号 

電話　０１２０－２３２－７１１（通話料無料） 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　全国各支店 

東京証券取引所 

日本経済新聞 

株 主 メ モ  

お 知 ら せ  

当社ホームページアドレス   http://www.ahresty.co.jp/

通話料無料 

○株式に関するお手続き用紙のご請求について 

株式に関するお手続き用紙（届出住所･印鑑･姓名等の変更届、配当金振込指定書、単元未満株式買取請求書、名義書換請求書等）のご請求につきましては、上記

名義書換代理人にてお電話ならびにインターネットにより２４時間受け付けておりますので、ご利用ください。 

　０１２０－２４４―４７９（三菱ＵＦＪ信託銀行本店証券代行部） 

　０１２０－６８４―４７９（三菱ＵＦＪ信託銀行大阪支店証券代行部） 

インターネットアドレス　http://www.tr.mufg.jp/daikou/ 

なお、株券保管振替制度をご利用の株主様は、お取引口座のある証券会社にご照会ください。 

 



本　社／〒１６４-００１１ 東京都中野区中央１-３８-１ Tel.０３-５３３２-６００１  
営業所／栃　木 Tel.０２８２-８２-０９２４  埼　玉 Tel.０４９３-５６-４４２８  鈴　鹿 Tel.０５９３-８４-８０８６ 
　　　　厚　木 Tel.０４６-２２９-８１０５  浜　松 Tel.０５３-４３６-２１１５  名古屋 Tel.０５６６-７７-６４７３   
　　　　大　阪 Tel.０６-６３８６-７５７５  福　岡 Tel.０９２-４１１-１５５６ 
　　　　仙　台 Tel.０２２-２６６-０９３７  関　東 Tel.０３-６４０２-１３９３ 

URL: http://www.ahresty.co.jp

ISO14001:1996認証取得 

本社、浜松工場、東松山工場、 
熊谷工場、豊橋工場、 
株式会社アーレスティ栃木、 
株式会社アーレスティ熊本 

本社（但し、商品営業部を除く）、 
浜松工場（但し、北米支援室を除く）、東松山工場、 
豊橋工場、熊谷工場、マグネシウム事業部、 
株式会社アーレスティ栃木（製造担当）、 
株式会社アーレスティ熊本（製造担当） 

JUSE- RA-053

商品営業部及び関連組織 
JUSE- RA-057

RE014
EMS Accreditation

R008
QS Accreditation

ISO9001:2000認証取得 

QS Registration 
JUSE- RA-053 
JUSE- RA-057

EMS Registration 
JUSE-EG-048


